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FUKAYASHI NOUGYOU   IINKAI   FUKAYASHI NOUGYOU   IINKAI（２）農 委 だ よ り

　任期満了に伴う深谷市農業委員の改選が行われ、平成30年７月20日より農業委員24名、
農地利用最適化推進委員16名で新体制がスタートしました。
　また、７月20日に開催された農業委員会臨時総会において、会長に安藤已喜夫委員、
会長職務代理に福島明委員が選出されました。
　農業委員は総会に出席し、主に農地利用について議案を審議します。農地利用最適化
推進委員は農業委員と連携して、農地利用の最適化のための現場活動を行います。農地
の諸問題や、農業経営に関することなど、お気軽に地元の農業委員又は、農地利用最適
化推進委員にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈敬称略・議席番号順〉

新農業委員会体制決まる

吉田　光雄
（高畑）

野邉美佐子
（永田）

岡　　潔
（岡）

柴崎　安雄
（人見）

久保　行弘
（伊勢方）

飯野　健彦
（大谷）

塚原　勝美
（大塚）

安藤已喜夫
（本田）

会長

塚越　石夫
（大谷）

竹内　章公
（曲田）

新井　眞一
（西田）

農

業

委

員
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持田　實
（荒川）

栗田　裕可
（横瀬）

川田　敏光
（成塚）

設樂弥栄子
（谷之）

丸山佐知子
（普済寺）

井田　貢
（深谷・大寄）

新井美津子
（山崎）

橋本　登
（深谷・大寄）

森谷　

敬

治
（櫛引）

木村　英昭
（明戸）

大澤　敏道
（藤沢）

茂木　忠男
（武蔵野）

森　秀樹
（戸森）

蛭川　登
（藤沢）

瀬山　郁三
（川本明戸）

長谷川美智子
（山河）

農
地
利
用
最
適
化

推

進

委

員

福島　明
（原郷）

職務代理
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根岸　邦次
（岡部）

須藤　和彦
（幡羅・明戸）

尾熊　博章
（岡部）

栁　一男
（藤沢）

飯野　篤己
（川本）

橋本　繁穂
（幡羅・明戸）

大澤　慶三
（川本）

澁澤　隆之
（豊里・八基）

石塚　保
（花園）

塚原　昇
（豊里・八基）

柴崎　立志
（花園）

秋山　務
（岡部）

　

初
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
30
年
７
月
19
日
の
農
業
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月
20
日
の
臨
時
総

会
に
お
い
て
、
ご
推
挙
を
賜
り
、
引
続
き
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
と
共
に
、
そ
の
職
務
の
重
大
さ
、
責
任
の
大

き
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
市
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
選
出
方

法
に
よ
り
、
24
名
の
農
業
委
員
が
市
長
か
ら
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
16
名
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
農
業
委
員
会
か
ら
委

嘱
し
、
新
体
制
の
も
と
３
年
間
の
任
期
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
け
る
農
業
の
現
状
は
、
農
家
人
口

の
減
少
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

遊
休
農
地
の
対
策
等
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
農
業
委
員

と
推
進
委
員
の
相
互
が
的
確
に
機
能
、
連
携
し
、

農
地
の
有
効
利
用
を
図
り
、
担
い
手
の
育
成
・

支
援
等
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
長　

安あ
ん

藤ど
う　

已み

喜き

夫お
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荒
廃
農
地
等
を
引
き
受
け
て
営
農
を
再
開
す
る

た
め
に
行
う
再
生
作
業
等
を
支
援
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

◦�

認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
集
落
営
農

組
織
等
の
担
い
手

※�

た
だ
し
、
当
該
農
地
の
所
有
者
及
び
同
一
世
帯

員
は
対
象
外

【
対
象
農
地
】

◦�

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
区
域
内
の
１
号
遊
休

農
地

【
交
付
率
】

◦�

10
ａ
当
た
り
５
万
円
ま
た
は
二
分
の
一
以
内
の

う
ち
い
ず
れ
か
低
い
方

◦�

重
機
を
用
い
て
再
生
作
業
を
実
施
す
る
場
合
は

二
分
の
一
以
内

◦
総
事
業
費
が
２
０
０
万
円
／
件
未
満

【
そ
の
他
実
施
要
件
】

◦�

再
生
さ
れ
た
農
地
に
お
い
て
利
用
権
等
を
設
定

し
５
年
間
以
上
耕
作
さ
れ
る
こ
と
。

【
受
付
期
限
】

平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）
ま
で

※�

詳
し
く
は
農
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
を
超
え
る
要
望
が
あ
っ

た
場
合
は
、
限
度
額
を
下
回
る
交
付
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
・
農
業
用
地
係

　
　
　
　
　
　

☎
５
７
７
ー
３
２
９
８

　

２
月
か
ら
４
月
は
強
風
に
よ
り
農
地
か
ら
の
砂

ぼ
こ
り
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
風
に
よ
り

優
良
土
壌
が
飛
散
し
、
風
下
の
地
域
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
対
策
で
優
良
土
壌
の

飛
散
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
中
低
木
・
防
風
ネ
ッ
ト
、
竜
の
ひ
げ
の
植
栽

◦
耕
運
作
業
を
作
付
け
間
近
ま
で
控
え
る

◦
畑
か
ん
等
で
散
水
し
農
地
の
湿
潤
化
を
図
る

◦
緑
肥
作
物
（
エ
ン
麦
、
ラ
イ
麦
）
の
播
種

※�

市
で
は
防
風
ネ
ッ
ト
の
設
置
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
農
業
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
尚
、
農
地
の
場
所

等
に
よ
り
設
置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
・
整
備
係

（
深
谷
市
砂
ぼ
こ
り
対
策
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　

☎
５
７
７
ー
３
２
９
８

　

農
業
者
が
、
老
後
の
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
で
す
。

　

次
の
『
３
つ
の
要
件
』
を
満
た
せ
ば
、
誰
で
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
脱
退
も
自
由
に
で
き
ま
す
。

　

①�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
た
だ
し
、
保

険
料
納
付
免
除
者
で
な
い
こ
と
）

　

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
か
た

　

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
か
た

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
７

７
ー
３
４
３
９
）
ま
た
は
最
寄
り
の
農
協
へ

　

農
地
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
農
地
の

嵩
上
げ
な
ど
を
行
う
際
は
、
事
前
に
工
事
期
間
・

面
積
に
よ
っ
て
、
農
地
法
の
許
可
若
し
く
は
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

○
届
出
が
必
要
な
場
合

　
　

期
間
：
１
か
月
未
満

　
　

面
積
：
１
，
０
０
０
㎡
未
満

　

○
許
可
が
必
要
な
場
合

　

届
出
の
期
間
・
面
積
を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
一
時
許
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
農
地
改
良
と
称
し
た
産
業
廃
棄
物
、

建
設
発
生
土
の
不
法
投
棄
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
農
地
改
良
を
行
う
際
は
、
内
容
に
応
じ
た
適

正
な
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

平
成
31
年
度
　
荒
廃
農
地
等

利
活
用
促
進
交
付
金
の
ご
案
内

砂
ぼ
こ
り
対
策
の
ご
協
力
に
つ
い
て

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
地
改
良
す
る
際
は
…

農
地
に
土
を
入
れ
る
際
は
…

事
前
に
‼
許
可
・
届
出
を
‼

農地に設置された防風ネット

強風による砂ぼこりの様子
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グリーン購入法
適合印刷物です

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
谷
市
の
明
日
の
農
業

を
担
う
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
第
22
回
は
、
深
谷
藤
沢
地
区
の
櫛
引

で
平
成
30
年
4
月
か
ら
就
農
さ
れ
た
、
安
倍
雄
司

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q�　
こ
れ
ま
で
の
経
歴
や
、
農
業
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

A�　

福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
体

調
を
崩
し
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

職
業
訓
練
や
就
職
活
動
を
行
う
中
で
、
自
宅
前

の
畑
を
見
て
就
農
し
た
い
と
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

�　

就
農
す
る
に
あ
た
り
、
収
入
の
減
少
や
、
経

験
不
足
に
よ
り
失
敗
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
、

家
族
か
ら
は
強
い
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
深

谷
市
の
農
業
法
人
に
て
1
年
間
の
研
修
を
行
い
、

作
付
け
の
指
導
・
ご
協
力
を
賜
る
中
で
、
漸
く

家
族
よ
り
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�　

そ
こ
で
、
義
理
の
父
が
所
有
し
て
い
る
、
自

宅
前
の
畑
を
借
受
け
、
農
業
に
就
き
ま
し
た
。

Q�　
農
業
を
始
め
て
感
じ
た
こ
と
や
、
大
変
な
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

A�　

春
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
付
け
の
一
つ
と
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
防
虫
に
失
敗
し
ま
し
た
。

　
�　

研
修
先
で
経
験
し
た
作
物
で
あ
っ
て
も
、
土

地
や
気
候
の
変
化
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
手
間
を
か
け
た
分
、
結

果
と
な
っ
て
作
物
が
実
る
こ
と
に
一
番
の
喜
び

を
感
じ
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
日
本
の
気
候
も
以
前
と
変
わ
り
つ
つ

あ
る
中
で
、
計
画
通
り
に
い
か
な
い
時
に
ど
う

工
夫
し
て
対
応
し
て
い
く
か
、
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
ず
、
先
読
み
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。
な
に
よ
り
耕
作
地
が
、
自
宅

の
前
に
あ
る
た
め
子
ど
も
を
含
め
た
家
族
が
身

近
に
い
る
こ
と
が
、
よ
り
励
み
に
な
り
ま
す
。

Q�　

休
み
の
日
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

A�　

こ
れ
ま
で
は
、
ほ
ぼ
休
み
な
く
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
必
ず
週
1
日
は
休
日
を

設
け
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

Q�　

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？

A�　
深
谷
と
言
え
ば
ネ
ギ
の
産
地
で
、
種
類
も
多

種
に
及
ぶ
の
で
、
ね
ぎ
の
生
産
に
よ
り
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
み
、
就
農
者
も
減
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
耕
作
地
の
み
に

満
足
せ
ず
、
誰
で
も
扱
い
易
い
機
械
を
導
入

す
る
な
ど
、
男

女
が
共
同
で
参

加
し
就
農
で
き

る
環
境
を
整
え
、

耕
作
地
を
拡
大
、

法
人
化
を
視
野

に
い
れ
、
深
谷

市
の
農
業
に
貢

献
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

「
農
業
の
発
展
を
目
指
し
て
」

櫛
引
　
安あ

ん

倍べ

　
雄ゆ

う

司じ

さ
ん
（
43
才
）

週 刊
金曜日発行

月700円、年8,200円
お申し込みは農業委員会へ

全
国
農
業

　
　
新
聞

　

今
年
の
夏
は
、
熊
谷
で
41
・
１
℃
と
観
測
史

上
最
高
気
温
を
記
録
し
、
熱
中
症
で
病
院
に
か

か
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
農
業
委
員

会
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
新
体
制
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
農
業
委
員
会
活
動

に
対
す
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

編
集
委
員
も
新
し
く
な
り
、
新
た
な
気
持
ち

で
農
委
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
引
き

続
き
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
「
農
委

だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

橋
本　

繁
穂

　
　

委　

員　

橋
本　

登　
　
　

栁　

一
男

　
　
　
　
　
　

塚
原　

昇　
　
　

秋
山　

務

　
　
　
　
　
　

大
澤　

慶
三　
　

石
塚　

保

シ
リ
ー
ズ
新
規
就
農

編
集
後
記


